
 

 

 

 

１ 2 つの奇数の差が偶数であることを文字を使って説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

２ 連続する３つの奇数の和は 6 で割ると 3 余ることを文字を使って説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

３ 連続する５つの整数の和は５の倍数になることを文字を使って説明しなさい 

 

 

 

 

 

 

４ 連続する 3 つの偶数の和は 6 の倍数になることを文字を使って証明しなさい。 
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文字式での説明①-3 



 

                   

１  m、n を整数とすると 2 つの奇数は２m+１、２n+１と表せる。 

   それらの差は、（２m+１）－(２n+１) ＝２( m -n)となる。 

( m -n)は整数なので２ ( m -n) は 2 の倍数となる。 

   よって、2 つの奇数の差は偶数となる。 

 

２    n を整数とすると、連続する３つの奇数は、２n-１、２n+１、２n+３と表せる。 

それらの和は、（２n-１）＋（２n+１）＋（２n+３）＝２n-１+２n+１+２n+３ 

＝６n+３となる。 

よって、６n+３は６の倍数より３大きい数なので、 

連続する３つの奇数の和は 6 で割ると 3 余る。 

 

３    n を整数とすると 連続する５つの整数は、 

n－２、n－１、n 、n+１ 、n+２ と表せる。 

それらの和は、（n－２）+（n－１）+n+（n+１）+（n+２） 

＝n－２+n－１+n +n+１+n+２＝5n となる。 

n は整数なので、5n は５の倍数である。 

よって、連続する５つの整数の和は５の倍数となる。 

 

４   n を整数とする連続する３つの偶数は、真ん中の偶数を２n とすると、 

2n －2、２n 、2n ＋2 となる。 

それらの和は、（2n －2）+2n+（2n +2） 

＝2n －2+2n ＋2n +2 

         ＝6n となる。 

n は整数なので 6n は 6 の倍数となる。 

よって、 連続する 3 つの偶数の和は 6 の倍数になる 
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